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　びまん性肝疾患はウイルス性肝炎をはじめ自己免疫や代謝性疾患，さらには
全身のあらゆる疾患の合併症として起こってくる．背景の病態を理解し，画像
の成り立ちを考えると実に病態を忠実に反映した画像を得ることができる．ま
た，画像診断は単なる絵合わせ診断をしているわけではない．病理や病態に迫
る学問であり，このことが，画像診断を発展させてきた．とくにエラストグラ
フィや脂肪減衰などは工学的な分野が密接に関係しているため，工学の専門家
との連携も重要である．原理を知ることで病態解明ができることもあり，実に
面白い学問である．近年，肝硬変や NASH のガイドラインが改訂されたが，画
像分野に関しての情報が残念ながら少ない．本特集では，肝線維化と脂肪化を
中心に疾患ごとの違いや特徴もご理解いただけたのではと思う．一人でも多く
の若者がこの分野に興味をもってくれることを願っている．
 （飯島　尋子）
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